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L はじめに
本研究は、着色した土の積層で生まれる模様を造形に活
かすことを目的にした研究である。数年前から石膏型を使い
鋳込んだパーツを積み重ねることで形作る技法を追求してきた。
最終形の原型を分割し、分割したパーツを型取り、別の色土
を流し込んで、出来た土を再び構成することで模様と形が密接
に繋がるような器を目指してきた。その展開として、新たに 2
つの作品を制作した。
2 作品「pirouette」
円筒状の器を放射状に分割し、 一つのパーツが 360°ぐるり
と集まり器の形を成す。何分割するかを計算し、角度に注意
しながら分割した原型を作る。この作品では同じパーツが何
十も集まるため、角度に少しでも狂いがあれば、それを集合さ
せた時には大きな差が生じ、最終的に円筒状の形に収まらな
くなってしまう。そのため原型制作では細心の注意を払って石
膏を削った。それでも実際に型に土を鋳込んだものを放射状
に並べた時には誤差が生じたが、土の可塑性により、隙聞を
修正できた。
問題点として、乾燥、焼成時のひび、割れが多かったが、
白い磁土を着色するために入れている顔料の含有率の違い
が収縮の大きさに影響しているためと考えられる。 パーツとパ
ーツの境界線と収縮が大きい方向に関係性があることが分か
ったため、顔料の配合率が似ている色使いや、乾燥に時間
をかける等の解決策を今後試して、 完成度を高めていきたい。
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3. 作品 「som巴rsault」
球体に小さな口が空いている花器で、土の輸を積み上げ
てストライプ。模様を作っている。球体であることで、 作品の上
下を変化させることが出来ると考え、同じ形で模様の向きを変
えたものを制作した。石膏型の段階では口や高台を決めず中
空の球体を作り、表面を整え、口を削りだし、 床につく高台を
削ることで作品の上下が生まれ、模様の向きが決まる。これ
までの鋳込みパーツの集合による技法では、色は様々に変え
られでも、パターンはひと作品にひとつしか作れなかったが、
球体であることで同じ型からパターンも複数作ることが出来、
制作の幅が広がったと考える。
4. 素材について
生地には、酸化焼成で透明感もあり白く焼き上がるニュー
ボン土に、鋳込み成形が扱いやすくなる点から天草磁土を混
ぜて使っている。しかし焼成後、粕が生地からめくれたように
剥落する場合があった。 粕薬を変えても同じような結果になる
ことと、天草単体ではそのような状態にならないことから、 ニュ
ーボン生地に何らかの原因があると想定した。 生地の粒子が
丸く細かすぎることから表面がつるつるしすぎて秘薬が滑って
いるように感じ、生地と利l薬のヲ｜っかかりを良くするために少し
でも両方の粒子を尖ったものにすればと良いのではないかと仮
定した。そこで、、表面を仕上げる場合にあまり細かいヤスリで
滑らかにしすぎないこと、手rl1薬の粒子を細かくしないために原
料を調合し摺り合わせるH寺間を短くし荒めのメ、ノシュで、滅して
使うことなどを試みた。 その結果、粕薬の剥落はなくなったが、
化学的に正しい根拠とは言えず、今後も原因と結果を観察し
たい。 素材を深く知ることが、デザインに大きな手助けとなる
ことを実感した。
5. 作品展示
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